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 2004年 1月 18日午前0時 30分、内之浦宇宙空間観測所(USC)より S-310-33号機ロケットが打ち上げられた。

このロケットの主目的は、大気発光の波状構造の発生メカニズムの解明である。これを解明するために、中波帯電

波受信器(Medium Frequency Receiver)、高速ラングミューアプローブ(Fast Langmuir Probe)、チャフ(CHAFF)、

酸素原子測定(NNP-0)、大気光測定(AGL)、撮像姿勢計によるロケット姿勢検出(IAF)、地磁気姿勢計(GA)の装置を

ロケットに搭載し、観測が行われた。また、USC、山川、佐多、信楽では全天イメージャなどを用いた地上観測が

行われた。 

 大気発光の波状構造の発生メカニズムの解明するためには、電子密度の空間分布情報が不可欠である。そし

て、電子密度の高度分布調査は、電離層のプラズマ構造を解明する上で極めて重要である。そのため、FLP による

電子密度の観測が行われた。FLP は大気の摩擦が減少する高度約 70km 以上の領域において観測した。 

 本研究で用いる MFR は、ループアンテナ、プリアンプ、検波器によって構成される。これより、USC において

観測可能な鹿屋航空基地無線航行用無指向性ビーコン(238kHz)およびNHK第2熊本放送局(873kHz)という２つの中

波帯電波の伝搬特性を、地上－電離層間において観測した。MFR の最小感度は、238kHz で-35dBμA/m、873kHz で

-14dBμA/m である。ループアンテナは打ち上げ後 61 秒で展開された。そして、打ち上げ後約 80 秒で反射点が見

られた。地上から反射点に到達するまで観測された地上－電離層間の電波伝搬特性を解析することによって FLP

では観測することのできない高度 70km 以下の領域の電子密度分布を推定することができる。解析には、電波伝搬

特性による電子密度推定法を用いる。これは、ロケット観測によって得られた電波強度と Full Wave 法を用いて計

算された電波強度が一致するように電子密度分布を推定・修正する方法である。 

 また、通信総合研究所の山川 MF レーダによる地上観測も同時に行われ、電子密度が推定されている。これと

MFR、FLP の観測結果を比較することによって、MF レーダの電子密度測定の精度校正に関わる情報を得ることがで

き、各観測方法の有用性が検証できる。 


